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大質量星の中には進化末期に外層の一部を突発的に失い、密度が非常に高い星周物質を形成するものが存在す
ることが観測的に知られている。質量放出の具体的なメカニズムは分かっていないが、外層の底にエネルギーが
何らかの形で注入されることで吹き飛ばされることが示唆されている。一方で、水素外層を失った大質量星が密
度の高い星周物質の中で爆発した際に生じる Ibn型超新星の親星は、IIn型超新星の親星と比べてコンパクトであ
り束縛エネルギーが強いため、より大きなエネルギーをより短時間に注入しないと Ibn型超新星の星周物質を形
成できないことが示唆されている。本講演では、Ibn型超新星の親星の内側からエネルギー注入を行うことで星
周物質をシミュレーションし、その後の超新星の光度曲線を計算して実際の Ibn型超新星のデータと比較しなが
ら注入メカニズムについて議論を行う。


